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- 表　紙 -

こころに残る樹木景観

「中央公園のポプラ並木」

岸和田市「こころに残る景観資源発掘プロジェクト」

- 岸和田市景観審議会による講評 -
中央公園の外周には、隣接する住宅地の道路との境界に、ポ

プラが一直線に立ち並んでいる。全体として統一された樹容

は目を引き、公園内で散歩やジョギング、そしてグラウンド

ゴルフを楽しむ人々をはじめ、多くの市民に広く親しまれて

いる。



TOPICS

2

TOPICS

3

　
平
成
30
年
６
月
14
日
、
岸
和
田
市
立
産

業
会
館
２
階
集
会
室
に
お
い
て
平
成
30
年

度
６
月
開
催
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
︵
案
︶
を
は
じ
め
と

す
る
各
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
、
各
議
案
は
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

︻
通
常
議
員
総
会
提
出
議
題
︼

　
◆
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に  

      

収
支
決
算(

案)

に
関
す
る
件

　
◆
議
員
の
補
充
選
任
に
関
す
る
件

　
◆
常
議
員
の
補
充
選
任
に
関
す
る
件

　
◆
常
務
理
事
選
任
の
同
意
に
関
す
る
件

　
◆
永
野
岸
和
田
市
長
と
の
懇
談
会

の
抜
本
拡
充
や
設
備
投
資
等
を
後
押
し
す

る
税
制
に
関
す
る
要
望
を
は
じ
め
、
岸
和

田
市
へ
産
業
活
性
化
及
び
都
市
魅
力
向

上
・
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

要
望
を
提
出
す
る
等
、
現
場
の
声
を
反
映

し
関
係
機
関
に
対
し
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
に
向
け
て
、
70
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
中
心
市
街
地
内
商
店
街

に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ（
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｆ

ｒ
ｅ
ｅ 

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
）
設
備
の
設
置
を
は

じ
め
、
泉
州
地
域
の
７
商
工
会
議
所
と
連

携
し
「
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
」

を
設
立
す
る
な
ど
、
泉
州
地
域
の
豊
富
な

観
光
資
源
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
等
の
呼
び
込

み
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
阪

南
２
区
、
丘
陵
地
区
へ
の
企
業
誘
致
活
動

に
参
画
、
協
力
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
大
企

業
を
中
心
と
し
て
高
収
益
を
出
し
、
緩
や

か
な
経
済
拡
大
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
景
気
回
復
を
実
感
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
、
常
態
化
す
る
人
手
不
足
、Ｉ
Ｔ
投

資
の
推
進
、
経
営
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

問
題
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
商
工
会
議
所

は
、
昨
年
11
月
に
め
で
た
く
創
立
70
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
記
念
し

て
創
立
70
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
、
商

工
会
議
所
の
活
動
を
会
員
並
び
に
市
民
に

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

振
興
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
効
果
的

な
事
業
を
推
進
し
、
組
織
・
財
政
・
事
業

な
ど
運
営
全
体
に
わ
た
っ
て
「
信
頼
さ
れ

必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
の
基
本
方

針
の
も
と
、
以
下
の
重
点
項
目
に
基
づ
い

た
運
営
及
び
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
へ
特
急
は
る
か
の
東
岸
和
田
駅
停
車

と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
る
地

方
創
生
に
関
す
る
要
望
や
事
業
承
継
税
制

現
場
に
立
脚
し
た

提
言
・
要
望
活
動
の
展
開

活
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

平
成
29
年
度 

総
括
的
概
要

平成３０年度６月開催通常議員総会にて

平成２９年度事業報告・収支決算案を承認

　
経
済
産
業
大
臣
認
定
の
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
作
成
、

経
営
状
況
分
析
、Ｉ
Ｏ
Ｔ
活
用
入
門
、
創

業
・
第
二
創
業
、
事
業
承
継
等
の
セ
ミ
ナ
ー

並
び
に
個
別
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
事

業
所
支
援
を
強
化
し
ま
し
た
。
も
の
づ
く

り
や
小
規
模
事
業
者
持
続
化
等
の
補
助
金

の
申
請
支
援
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
岸

和
田
の
産
業
Ｐ
Ｒ
と
し
て
岸
和
田
ブ
ラ
ン

ド
の
認
定
・
販
路
拡
大
に
努
め
、
個
社
支

援
と
し
て
も
販
路
開
拓
の
商
談
会
等
出
展

補
助
金
の
活
用
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
若
年
者
の
人
材
確
保
と
し
て
合
同

企
業
説
明
会
の
開
催
や
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
す
る
と
共
に
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
、
雇
用
対
策
・
人
材
確
保
に
努
め
ま
し

た
。

　
創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
講
演
会
＆
交
流
会
、
商
工
祭
記
念
式

典
、
記
念
講
演
会
＆
祝
賀
会
、
特
別
記
念

講
演
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
所

報
の
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
を
開
始
す
る
な
ど
、「
会
議

所
活
動
の
見
え
る
化
」
の
強
化
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
組
織
活
性
化
委
員
会

を
開
催
し
、
会
議
所
事
業
の
活
性
化
、
会

員
の
増
強
を
図
り
ま
し
た
。

　
現
場
主
義
に
徹
し
、
提
案
で
き
る
会
議

所
に
な
る
為
、
職
員
に
日
本
商
工
会
議
所
、

大
阪
商
工
会
議
所
、
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
等
が
開
催
す
る
研
修
を
受
講
さ
せ
、

個
々
の
知
識
・
能
力
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
・
連
絡
・
相

談
の
徹
底
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

に
努
め
ま
し
た
。

一般会計 収支決算 小規模事業経営支援事業特別会計 収支決算

会費

事業収入

交付金

特商負担金

雑収入 繰入金 事業費

管理費

繰入金

会費
事業収入
交付金
特商負担金
雑収入
繰入金
合   計

83,251,000
11,688,935
6,767,197
1,500,000
3,135,169

18,897,072
125,239,373

◆収入の部 （単位：円）

交付金 ・ 負担金

事業収入 繰入金

管理費

地域創造
ファンド事業費

経営相談 ・
情報提供事業費

地域活性化
事業費

繰入金

事業費
管理費
繰入金
合   計

51,053,255
42,777,935
17,000,805

110,831,995

◆支出の部 （単位：円）

交付金 ・ 負担金
事業収入
繰入金
合   計

64,029,111
794,610

7,397,531
72,221,252

◆収入の部 （単位：円）

経営相談 ・
情報提供事業費
地域活性化事業費
地域創造ﾌｧﾝﾄﾞ事業費
管理費
繰入金
合計

1,514,845

7,681,616
19,529,233
43,402,558

93,000
72,221,252

（単位：円）◆支出の部

産
業
振
興
対
策
の
支
援
拡
充

会
員
交
流
事
業
へ
の
参
加
促
進
と

会
議
所
活
動
の
Ｐ
Ｒ

事
務
局
機
能
強
化

平成２９年度事業収支決算
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平
成
30
年
６
月
14
日
、
岸
和
田
市
立
産

業
会
館
２
階
集
会
室
に
お
い
て
平
成
30
年

度
６
月
開
催
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
︵
案
︶
を
は
じ
め
と

す
る
各
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
、
各
議
案
は
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

︻
通
常
議
員
総
会
提
出
議
題
︼

　
◆
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に  

      

収
支
決
算(

案)

に
関
す
る
件

　
◆
議
員
の
補
充
選
任
に
関
す
る
件

　
◆
常
議
員
の
補
充
選
任
に
関
す
る
件

　
◆
常
務
理
事
選
任
の
同
意
に
関
す
る
件

　
◆
永
野
岸
和
田
市
長
と
の
懇
談
会

の
抜
本
拡
充
や
設
備
投
資
等
を
後
押
し
す

る
税
制
に
関
す
る
要
望
を
は
じ
め
、
岸
和

田
市
へ
産
業
活
性
化
及
び
都
市
魅
力
向

上
・
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

要
望
を
提
出
す
る
等
、
現
場
の
声
を
反
映

し
関
係
機
関
に
対
し
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
に
向
け
て
、
70
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
中
心
市
街
地
内
商
店
街

に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ（
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｆ

ｒ
ｅ
ｅ 

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
）
設
備
の
設
置
を
は

じ
め
、
泉
州
地
域
の
７
商
工
会
議
所
と
連

携
し
「
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
」

を
設
立
す
る
な
ど
、
泉
州
地
域
の
豊
富
な

観
光
資
源
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
等
の
呼
び
込

み
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
阪

南
２
区
、
丘
陵
地
区
へ
の
企
業
誘
致
活
動

に
参
画
、
協
力
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
大
企

業
を
中
心
と
し
て
高
収
益
を
出
し
、
緩
や

か
な
経
済
拡
大
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
景
気
回
復
を
実
感
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
、
常
態
化
す
る
人
手
不
足
、Ｉ
Ｔ
投

資
の
推
進
、
経
営
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

問
題
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
商
工
会
議
所

は
、
昨
年
11
月
に
め
で
た
く
創
立
70
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
記
念
し

て
創
立
70
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
、
商

工
会
議
所
の
活
動
を
会
員
並
び
に
市
民
に

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

振
興
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
効
果
的

な
事
業
を
推
進
し
、
組
織
・
財
政
・
事
業

な
ど
運
営
全
体
に
わ
た
っ
て
「
信
頼
さ
れ

必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
の
基
本
方

針
の
も
と
、
以
下
の
重
点
項
目
に
基
づ
い

た
運
営
及
び
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
へ
特
急
は
る
か
の
東
岸
和
田
駅
停
車

と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
る
地

方
創
生
に
関
す
る
要
望
や
事
業
承
継
税
制

現
場
に
立
脚
し
た

提
言
・
要
望
活
動
の
展
開

活
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

平
成
29
年
度 

総
括
的
概
要

平成３０年度６月開催通常議員総会にて

平成２９年度事業報告・収支決算案を承認

　
経
済
産
業
大
臣
認
定
の
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
作
成
、

経
営
状
況
分
析
、Ｉ
Ｏ
Ｔ
活
用
入
門
、
創

業
・
第
二
創
業
、
事
業
承
継
等
の
セ
ミ
ナ
ー

並
び
に
個
別
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
事

業
所
支
援
を
強
化
し
ま
し
た
。
も
の
づ
く

り
や
小
規
模
事
業
者
持
続
化
等
の
補
助
金

の
申
請
支
援
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
岸

和
田
の
産
業
Ｐ
Ｒ
と
し
て
岸
和
田
ブ
ラ
ン

ド
の
認
定
・
販
路
拡
大
に
努
め
、
個
社
支

援
と
し
て
も
販
路
開
拓
の
商
談
会
等
出
展

補
助
金
の
活
用
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
若
年
者
の
人
材
確
保
と
し
て
合
同

企
業
説
明
会
の
開
催
や
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
す
る
と
共
に
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
、
雇
用
対
策
・
人
材
確
保
に
努
め
ま
し

た
。

　
創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
講
演
会
＆
交
流
会
、
商
工
祭
記
念
式

典
、
記
念
講
演
会
＆
祝
賀
会
、
特
別
記
念

講
演
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
所

報
の
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
を
開
始
す
る
な
ど
、「
会
議

所
活
動
の
見
え
る
化
」
の
強
化
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
組
織
活
性
化
委
員
会

を
開
催
し
、
会
議
所
事
業
の
活
性
化
、
会

員
の
増
強
を
図
り
ま
し
た
。

　
現
場
主
義
に
徹
し
、
提
案
で
き
る
会
議

所
に
な
る
為
、
職
員
に
日
本
商
工
会
議
所
、

大
阪
商
工
会
議
所
、
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
等
が
開
催
す
る
研
修
を
受
講
さ
せ
、

個
々
の
知
識
・
能
力
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
・
連
絡
・
相

談
の
徹
底
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

に
努
め
ま
し
た
。

一般会計 収支決算 小規模事業経営支援事業特別会計 収支決算

会費

事業収入

交付金

特商負担金

雑収入 繰入金 事業費

管理費

繰入金

会費
事業収入
交付金
特商負担金
雑収入
繰入金
合   計

83,251,000
11,688,935
6,767,197
1,500,000
3,135,169

18,897,072
125,239,373

◆収入の部 （単位：円）

交付金 ・ 負担金

事業収入 繰入金

管理費

地域創造
ファンド事業費

経営相談 ・
情報提供事業費

地域活性化
事業費

繰入金

事業費
管理費
繰入金
合   計

51,053,255
42,777,935
17,000,805

110,831,995

◆支出の部 （単位：円）

交付金 ・ 負担金
事業収入
繰入金
合   計

64,029,111
794,610

7,397,531
72,221,252

◆収入の部 （単位：円）

経営相談 ・
情報提供事業費
地域活性化事業費
地域創造ﾌｧﾝﾄﾞ事業費
管理費
繰入金
合計

1,514,845

7,681,616
19,529,233
43,402,558

93,000
72,221,252

（単位：円）◆支出の部

産
業
振
興
対
策
の
支
援
拡
充

会
員
交
流
事
業
へ
の
参
加
促
進
と

会
議
所
活
動
の
Ｐ
Ｒ

事
務
局
機
能
強
化

平成２９年度事業収支決算
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今
年
１
月
、
泉
州
地
域
の
７
商
工

会
議
所
（
堺
・
高
石
・
泉
大
津
・
和
泉
・

岸
和
田
・
貝
塚
・
泉
佐
野
）
が
観
光
振

興
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
連
携
し

て
取
り
組
む
「
泉
州
地
域
広
域
観
光

連
携
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
過
去
最
多
の
約
１
１
０
０

万
人
の
訪
日
外
国
人
が
大
阪
を
訪
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
泉
州
地

域
は
関
西
国
際
空
港
の
お
ひ
ざ
元
で

あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
旅
行
者
は
、

大
阪
市
内
や
京
都
な
ど
に
流
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
い
か
に
地
元
に
集
客
す

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
関
西
国
際
空
港
を
擁
す

泉
州
地
域
の
７
商
工
会
議
所
（
泉
州

地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
）
で
は
、

管
内
事
業
者
、
行
政
等
と
広
域
連
携

し
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
融
合

に
よ
る
観
光
商
品
の
開
発
な
ど
着
地

型
観
光
の
可
能
性
を
調
査
研
究
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
地
域
力
活
用
新

事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

採
択
を
受
け
、
補
助
金
を
活
用
し
て
、

「
食
」
と
「
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
魅
力

ス
ポ
ッ
ト
を
自
転
車
で
巡
る
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ン
グ
環
境
の
整
備
な
ど
観

光
振
興
に
関
わ
る
事
業
の
成
功
事
例

の
調
査
や
地
域
資
源
の
発
掘
や
融
合

な
ど
着
地
型
観
光
の
可
能
性
を
具
体

的
に
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
24
日
に
は
、「
泉
州

地
域
の
着
地
型
観
光
調
査
研
究
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
専
門
家
の
方
の

助
言
・
指
導
を
受
け
な
が
ら
調
査
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

泉
州
の
地
域
資
源
を
生
か
す
！

泉州地域が抱える課題

外国人観光客が少ない。
地域資源が十分に活用されておらず、
魅力発信ができていない。
観光客のニーズを掴めていない。

　
平
成
30
年
６
月
６
日
、
岸
和
田
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
部

会
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
11
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
終
了
後
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
て
表
彰

式
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
催
し
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
成
績
発
表
並
び
に
賞

品
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
成
績
結
果

　
優
　
勝
　
小
西
大
史
氏

　
　
　
　
　（
エ
ア
ー
ズ
税
理
士
法
人
）　

　
準
優
勝
　
山
村
功
氏

　
　
　
　
　（
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
）　

　
３
　
位
　
太
田
正
和
氏

　
　
　
　
　（
株
式
会
社
テ
レ
ビ
岸
和
田
）

　

　
平
成
30
年
５
月
29
日
、
和
歌
山
方
面
へ

の
視
察
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
中
に
和
歌
山
県
農
業
試

験
場
（
紀
の
川
市
）
の
視
察
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
試
験
場
で
は
、
野
菜
・
花
き
の

優
良
品
種
の
育
成
並
び
に
選
定
や
高
品

質
、
低
コ
ス
ト
、
省
力
栽
培
技
術
の
開
発

な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
和
歌
山
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
い
ち
ご
「
ま
り
ひ
め
」
の

育
成
と
ブ
ラ
ン
ド
展
開
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
花
王
株
式
会
社
和
歌
山

工
場
（
和
歌
山
市
）
を
訪
問
し
、
敷
地
内

の
エ
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
最
先
端
の
エ
コ
技
術
を
体
験

し
ま
し
た
。

も
少
し
ず
つ
震
災
前
の
状
態
に
戻
っ
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
視
察
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
観
光
地
を
視
察
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
青
年
部
事
業
に
つ
な
が
る

充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
６
月
１
日
～
３
日
に
か
け

て
、
仙
台
方
面
へ
の
視
察
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
見
学
会
に
は
、
森
田
敏
裕

会
長
を
は
じ
め
５
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、
初
日
は
、
夕
刻
に
関
西
空
港

か
ら
仙
台
空
港
へ
空
路
で
移
動
し
ま
し

た
。
仙
台
市
内
に
到
着
後
は
夕
食
懇
親
会

を
催
し
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
岩
手
県
平
泉
町
の
世
界
遺

産
「
中
尊
寺
」
を
視
察
し
た
後
、日
本
百
景
・

名
勝
の
「
猊
鼻
渓
（
げ
い
び
け
い
）」
に

て
舟
下
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
砂
鉄
川
が

石
灰
岩
を
侵
食
し
て
出
来
た
渓
谷
は
２
キ

ロ
に
お
よ
び
、
高
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を

超
す
断
崖
絶
壁
が
そ
び
え
る
幻
想
的
な
幽

谷
は
圧
巻
で
し
た
。

　
最
終
日
は
、
仙
台
城
を
視
察
し
た
後
、

松
島
へ
移
動
し
五
大
堂
、
国
宝
「
瑞
厳
寺

（
ず
い
が
ん
じ
）」
を
視
察
し
ま
し
た
。「
瑞

厳
寺
」
で
は
数
百
年
の
歳
月
を
か
け
て

育
っ
た
杉
の
木
が
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
る
塩
害
で
伐
採
さ
れ
、
新
た
に
背
丈

ほ
ど
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

周
辺
で
は
歩
道
や
防
波
堤
の
工
事
が
行
わ

れ
る
な
ど
復
興
が
進
ん
で
お
り
、
観
光
客

青
年
部
活
動
報
告

仙
台
方
面
へ
の
視
察
見
学
会
を
開
催

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

異
業
種
交
流
会

視
察
見
学
会



会議所の動き

4

会議所の動き

5

　
今
年
１
月
、
泉
州
地
域
の
７
商
工

会
議
所
（
堺
・
高
石
・
泉
大
津
・
和
泉
・

岸
和
田
・
貝
塚
・
泉
佐
野
）
が
観
光
振

興
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
連
携
し

て
取
り
組
む
「
泉
州
地
域
広
域
観
光

連
携
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
過
去
最
多
の
約
１
１
０
０

万
人
の
訪
日
外
国
人
が
大
阪
を
訪
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
泉
州
地

域
は
関
西
国
際
空
港
の
お
ひ
ざ
元
で

あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
旅
行
者
は
、

大
阪
市
内
や
京
都
な
ど
に
流
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
い
か
に
地
元
に
集
客
す

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
関
西
国
際
空
港
を
擁
す

泉
州
地
域
の
７
商
工
会
議
所
（
泉
州

地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
）
で
は
、

管
内
事
業
者
、
行
政
等
と
広
域
連
携

し
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
融
合

に
よ
る
観
光
商
品
の
開
発
な
ど
着
地

型
観
光
の
可
能
性
を
調
査
研
究
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
地
域
力
活
用
新

事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

採
択
を
受
け
、
補
助
金
を
活
用
し
て
、

「
食
」
と
「
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
魅
力

ス
ポ
ッ
ト
を
自
転
車
で
巡
る
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ン
グ
環
境
の
整
備
な
ど
観

光
振
興
に
関
わ
る
事
業
の
成
功
事
例

の
調
査
や
地
域
資
源
の
発
掘
や
融
合

な
ど
着
地
型
観
光
の
可
能
性
を
具
体

的
に
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
24
日
に
は
、「
泉
州

地
域
の
着
地
型
観
光
調
査
研
究
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
専
門
家
の
方
の

助
言
・
指
導
を
受
け
な
が
ら
調
査
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

泉
州
の
地
域
資
源
を
生
か
す
！

泉州地域が抱える課題

外国人観光客が少ない。
地域資源が十分に活用されておらず、
魅力発信ができていない。
観光客のニーズを掴めていない。

　
平
成
30
年
６
月
６
日
、
岸
和
田
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
部

会
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
11
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
終
了
後
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
て
表
彰

式
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
催
し
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
成
績
発
表
並
び
に
賞

品
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
成
績
結
果

　
優
　
勝
　
小
西
大
史
氏

　
　
　
　
　（
エ
ア
ー
ズ
税
理
士
法
人
）　

　
準
優
勝
　
山
村
功
氏

　
　
　
　
　（
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
）　

　
３
　
位
　
太
田
正
和
氏

　
　
　
　
　（
株
式
会
社
テ
レ
ビ
岸
和
田
）

　

　
平
成
30
年
５
月
29
日
、
和
歌
山
方
面
へ

の
視
察
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
中
に
和
歌
山
県
農
業
試

験
場
（
紀
の
川
市
）
の
視
察
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
試
験
場
で
は
、
野
菜
・
花
き
の

優
良
品
種
の
育
成
並
び
に
選
定
や
高
品

質
、
低
コ
ス
ト
、
省
力
栽
培
技
術
の
開
発

な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
和
歌
山
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
い
ち
ご
「
ま
り
ひ
め
」
の

育
成
と
ブ
ラ
ン
ド
展
開
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
花
王
株
式
会
社
和
歌
山

工
場
（
和
歌
山
市
）
を
訪
問
し
、
敷
地
内

の
エ
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
最
先
端
の
エ
コ
技
術
を
体
験

し
ま
し
た
。

も
少
し
ず
つ
震
災
前
の
状
態
に
戻
っ
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
視
察
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
観
光
地
を
視
察
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
青
年
部
事
業
に
つ
な
が
る

充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
６
月
１
日
～
３
日
に
か
け

て
、
仙
台
方
面
へ
の
視
察
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
見
学
会
に
は
、
森
田
敏
裕

会
長
を
は
じ
め
５
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、
初
日
は
、
夕
刻
に
関
西
空
港

か
ら
仙
台
空
港
へ
空
路
で
移
動
し
ま
し

た
。
仙
台
市
内
に
到
着
後
は
夕
食
懇
親
会

を
催
し
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
岩
手
県
平
泉
町
の
世
界
遺

産
「
中
尊
寺
」
を
視
察
し
た
後
、日
本
百
景
・

名
勝
の
「
猊
鼻
渓
（
げ
い
び
け
い
）」
に

て
舟
下
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
砂
鉄
川
が

石
灰
岩
を
侵
食
し
て
出
来
た
渓
谷
は
２
キ

ロ
に
お
よ
び
、
高
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を

超
す
断
崖
絶
壁
が
そ
び
え
る
幻
想
的
な
幽

谷
は
圧
巻
で
し
た
。

　
最
終
日
は
、
仙
台
城
を
視
察
し
た
後
、

松
島
へ
移
動
し
五
大
堂
、
国
宝
「
瑞
厳
寺

（
ず
い
が
ん
じ
）」
を
視
察
し
ま
し
た
。「
瑞

厳
寺
」
で
は
数
百
年
の
歳
月
を
か
け
て

育
っ
た
杉
の
木
が
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
る
塩
害
で
伐
採
さ
れ
、
新
た
に
背
丈

ほ
ど
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

周
辺
で
は
歩
道
や
防
波
堤
の
工
事
が
行
わ

れ
る
な
ど
復
興
が
進
ん
で
お
り
、
観
光
客

青
年
部
活
動
報
告

仙
台
方
面
へ
の
視
察
見
学
会
を
開
催

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

異
業
種
交
流
会

視
察
見
学
会



6

会員情報

7

事業所名 役　　職 代表者名 所在地 業　　種
代　　　表

代表取締役

代　　　表

代表取締役

代　　　表

代　　　表

代表取締役

代　　　表

社　　　長

因幡　直哉

田中　克朋

田野　義幸

伊藤　隆正

松下　雄平

岡本　まゆ

溝端　力也

坂本　拓哉

雨堤　則幸

南町

上野町西

南上町

南上町

小松里町

宮前町

内畑町

春木旭町

堺市北区
北花田町

電気・空調設備工事

労働派遣事業・アウトソーシング

美容・健康商品、家電等卸・販売

総合建築業、内装業

手元供養、出張遺影撮影

塗装業

足場

和菓子製造販売

家財整理・遺品整理・
高額買取・ゴミの片づけ

建設

サービス

サービス

サービス

建設

サービス

建設

建設

小売商業

アイテック

株式会社Ｌｉｅｎ

ＪＯＫＩＧＥＮ

株式会社正商グループ

ユーシン

メモリアルドール優羽

株式会社装建

拓進興業

銘菓本陣　朝日堂

※ご要望いただければ、制度説明にお伺いいたします。
　お気軽にお問合せください。

問合せ先：公益財団法人大阪産業振興機構 設備支援部 設備支援課

　　　　　TEL:06-6947-4345　URL http://www.mydome.jp

・利率0.7～1.5%／年
  （割賦の場合）
・連帯保証人は
  原則代表者のみ
・従業員50名以下の
  企業の方が対象
  （その他条件有）

平成30年度小規模企業者等設備貸与制度のごあんない

設備投資を
応援します!

公的制度で安心・安全

機械設備等を
 割賦販売（分割払い） 又は
 リース で
導入できます。

 

～65歳超雇用推進助成金のご案内～ 平成30年4月から制度が
一部変更されています

65歳以上への定年の引上げ、定年の定め
の廃止、希望者全員を対象とする66歳以
上の継続雇用制度の導入のいずれかの
措置を実施する事業主の皆様を助成し
ます。

雇用管理に関する措置の実施等を要件
に加え引上げ幅等に応じて支給額が変
更されました。

高年齢者の雇用の推進を図るために、以下のい
ずれかの高年齢者の雇用環境整備の措置を実
施した事業主の皆様を助成します。

措置の実施後、6ヶ月間の措置内容の使用・運
用及び対象被保険者の継続雇用が要件に加わ
りました。

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労
働者を無期雇用労働者に転換した事業主
の皆様を助成します。

無期雇用転換日において、64歳以上の労
働者は当コースの支給対象外となりま
した。

①高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢

者雇用管理に関する措置（※1）を実施

し、無期雇用転換制度を整備

②転換計画の作成、機構への計画申請

③転換の実施後6ヶ月分の賃金を支給

④機構への支給申請

高年齢者雇用管理に関する措置（※1）とは
（a）職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等
（b）作業施設・方法の改善、（c）健康管理、安全衛生の配慮
（d）職域の拡大
（e）知識、経験等を活用できる配置、処遇の推進
（f）賃金体系の見直し、
（g）勤務時間制度の弾力化のいずれか

生産性要件（※2）とは、『助成金の支給申請を行う直近の会計年

度における「生産性」が、その3年度前に比べて6％以上伸びてい

ること（生産性要件の算定対象となった期間中に、事業主都合に

よる離職者を発生させていないこと）』が要件です（企業の場合）

・対象労働者１人につき48万円

（中小企業事業主以外は38万円）

・生産性要件（※2）を満たす場合には対象

労働者1人につき60万円

（中小企業事業主以外は48万円）

・労働協約または就業規則で定めている
定年年齢等を、過去最高を上回る年齢
に引上げること

・定年の引上げ等の実施に対して、専門
家へ委託費等の経費の支出があるこ
と。また、改正後の就業規則を労働基準
監督署へ届け出ること

・１年以上継続して雇用されている60歳
以上の雇用保険被保険者が1人以上い
ること

・高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※1）の実施

①機械設備、作業方法、作業環境の導入または

改善による既存の職場または職務における

高年齢者の雇用機会の増大

②高年齢者の雇用の機会を増大するための雇

用管理制度の導入または見直し及び高年齢

者に対する健康管理制度の導入

以下の（1）、（2）いずれか低い額を支給します
（上限1,000万円）
（1）措置に要した経費の60％《75％》、ただし中

小企業事業主以外は45％《60％》

（2）措置の対象になる1年以上継続して雇用さ

れている60歳以上の雇用保険被保険者1人

あたり28.5万円《36万円》

  《 》内は生産性要件（※2）を満たす場合。

・定年の引上げ等の措置の内容、60歳以
上の被保険者数、定年等の引上げ年数
に応じて5万円から160万円

（ただし１事業主あたり（企業単位）1回
限り）

主な支給要件
措置の内容

申請の流れ

支給額

支給額

支給額

65歳超継続雇用促進コース 高年齢者雇用環境整備支援コース 高年齢者無期雇用転換コース

（ ）

営業利益＋人件費＋減価償却費

　＋動産・不動産賃借料＋租税公課

　　　　　雇用保険被保険者数

生産性＝
独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
大阪支部　高齢・障害者窓口サービス課
（TEL：０６－７６６４－０７２２）
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宮 

金 

生

松 

浪   

明

土 

井 

康 

司

永 

井 

一 

夫

寺 

内 

琢 

雅

鵜 

川   

淳

辰 

巳 

美 

績

辰 

巳 

雅 

美

奥
　  

好 

司

奥
　  

忠 

道

西 

田   

收

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

頭
　
　
　
取

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代

表

理

事

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

常
務
執
行
役
員

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

酒
・
食
品
卸

株
式
会
社 

奥
保
険
事
務
所

辰
巳
織
布
株
式
会
社

岸
和
田
観
光
バ
ス
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
継
手
株
式
会
社

半
田
紡
績
株
式
会
社

松
浪
硝
子
工
業
株
式
会
社

だ
ん
ぢ
り
屋
製
菓
株
式
会
社

永
井
織
布
株
式
会
社

株
式
会
社 

池
田
泉
州
銀
行

泉
州
敷
物
株
式
会
社

有
限
会
社 

伊
藤
歯
車
製
作
所

大
阪
鉄
工
金
属
団
地
協
同
組
合

日
興
製
綱
株
式
会
社

株
式
会
社 

日
関
冷
機
工
業

株
式
会
社

 

マ
ル
セ
イ

丸
清
ケ
ー
ス
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
・
マ
ル
セ
イ

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

泉
北
郡
忠
岡
町
新
浜
二-

五-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

〇
二
五
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
〇-

四
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

二
〇
〇
〇

岸
和
田
市
土
生
町
三-

四-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

三
四
六
二

岸
和
田
市
春
木
若
松
町
二
一-
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

七
六
八
八

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
一-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
八
八
七

岸
和
田
市
土
生
町
二-

七-

一
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

七
三
五
八

岸
和
田
市
岸
城
町
三-

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
一)

四
五
六
七
㈹

岸
和
田
市
池
尻
町
九
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

五
八
三
〇
㈹

岸
和
田
市
上
町
二
三-

八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

六
〇
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
〇)

岸
和
田
市
並
松
町
二
三-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

三
四
三
四

本
　
　
社 

岸
和
田
市
並
松
町
一-

五

　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
九)

四
五
〇
一
㈹

大
阪
本
店 

大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
四-

一-

三
〇

　
　
　
　 

電
話 

〇
六(

六
六
〇
五)

一
一
〇
一

岸
和
田
市
野
田
町
一-

一
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
四
五

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
七-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

岸
和
田
市
沼
町
二-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

五
〇
八
一

三
三
三
三

岸
和
田
市
西
之
内
町
六
七-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

六
六
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

一
九
〇
三

岸
和
田
市
港
緑
町
六-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
二

一
一
三
八

一
六
〇
五
㈹

新 

井 

正 

準

奥 

田 

耕 

策

藤 

原 

龍 

平

久 

納 

洋 

一

役 

員 

一 

同

桝 
田 

昌 

昭

北 

本 

勝 

幸

紺 

屋 

一 

志

勘
米
良 

和
則

山 

本 

雄 

一

五 

味 

寛 

昭

嶋
本 

繁
次
郎

佐
　
藤
　
幸
　
夫

岩 

出 

正 

次

岩 

出 

和 

哲

ミ
カ
ド
塗
装
工
業

北 

野 

健
太
郎

北 

野 

勝  

彦

河
　  

啓 

一

辻
　  

力 

男

辻
　  

時 

秋

河 

合 

直 

樹

櫻 

井 

新 

嗣

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

理
　
事
　
長

副

理

事

長

副

理

事

長

代
表
取
締
役

取
締
役
社
長

取
締
役
会
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表
　
者

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

株
式

会
社

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

市 

興 

企 

画

誠
実
に
社
会
に
貢
献
す
る

塗
装
・
防
水
工
事

株
式
会
社 

壇
建
築
計
画
事
務
所

建
築
設
計
・
監
理
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
級
建
築
士
事
務
所

泉
州
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

泉
州
文
具
株
式
会
社

三
進
金
属
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

泉
州
緑
化

株
式
会
社 

五
味
三
星
堂

ま
い
に
ち
株
式
会
社

有
限
会
社
ミ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
ま
す
田

櫻
井
工
業
株
式
会
社

岸
和
田
青
果
株
式
会
社

岸
和
田
綜
合
食
品
地
方
卸
売
市
場



89

暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
磯
上
町
四-

三-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

二
二
二
二

岸
和
田
市
稲
葉
町
一
三
五
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
七
九)

〇
三
三
一

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
一
八-

一
四

電
　
話 

〇
六(

六
三
七
五)

一
〇
〇
五

岸
和
田
市
内
畑
町
二
一
九
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
七
九)

〇
八
五
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
七
九)

一
九
五
二

岸
和
田
市
磯
上
町
三-

二
三-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

〇
三
六
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
二)

八
四
四
一

岸
和
田
市
臨
海
町
二
〇-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

〇
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

〇
二
八
四

岸
和
田
市
山
直
中
町
七
六
一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
八
九
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

二
九
四
六

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
一)

四
五
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
一)

四
五
七
七

岸
和
田
市
大
町
三
四
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

一
三
二
一

岸
和
田
市
三
ケ
山
町
七
六
六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
四
五
八

岸
和
田
市
八
阪
町
二-

一-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

四
五
四
五

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
五
三-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
八
五

岸
和
田
市
上
松
町
二
七
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
七)

四
八
〇
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
一
〇-

一
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

五
四
四
五

岸
和
田
市
上
野
町
西
一
一-

一
九

本
社 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
三-

二
二

　
　 

泉

　

州

　

卸

　

団

　

地

　

内

　
　 

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
一
二
三
㈹

中 

井 

秀 

樹

藤 

本 

紀 

男

北 

川 

健 

一

伊
藤 

雄
一
郎

植 

野 

正 

仁

北 

條 

博 

史

釘 

宮 

金 

生

松 

浪   

明

土 

井 

康 

司

永 

井 

一 

夫

寺 

内 

琢 

雅

鵜 

川   

淳

辰 

巳 

美 

績

辰 

巳 

雅 

美

奥
　  

好 

司

奥
　  

忠 

道

西 

田   

收

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

頭
　
　
　
取

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代

表

理

事

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

常
務
執
行
役
員

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

酒
・
食
品
卸

株
式
会
社 

奥
保
険
事
務
所

辰
巳
織
布
株
式
会
社

岸
和
田
観
光
バ
ス
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
継
手
株
式
会
社

半
田
紡
績
株
式
会
社

松
浪
硝
子
工
業
株
式
会
社

だ
ん
ぢ
り
屋
製
菓
株
式
会
社

永
井
織
布
株
式
会
社

株
式
会
社 

池
田
泉
州
銀
行

泉
州
敷
物
株
式
会
社

有
限
会
社 

伊
藤
歯
車
製
作
所

大
阪
鉄
工
金
属
団
地
協
同
組
合

日
興
製
綱
株
式
会
社

株
式
会
社 

日
関
冷
機
工
業

株
式
会
社

 

マ
ル
セ
イ

丸
清
ケ
ー
ス
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
・
マ
ル
セ
イ

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

泉
北
郡
忠
岡
町
新
浜
二-

五-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(
四
三
六)

〇
二
五
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
〇-

四
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

二
〇
〇
〇

岸
和
田
市
土
生
町
三-

四-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

三
四
六
二

岸
和
田
市
春
木
若
松
町
二
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

七
六
八
八

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
一-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
八
八
七

岸
和
田
市
土
生
町
二-

七-

一
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

七
三
五
八

岸
和
田
市
岸
城
町
三-

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
一)

四
五
六
七
㈹

岸
和
田
市
池
尻
町
九
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

五
八
三
〇
㈹

岸
和
田
市
上
町
二
三-

八

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

六
〇
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
〇)

岸
和
田
市
並
松
町
二
三-

二
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

三
四
三
四

本
　
　
社 

岸
和
田
市
並
松
町
一-
五

　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
九)
四
五
〇
一
㈹

大
阪
本
店 

大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
四-
一-

三
〇

　
　
　
　 

電
話 

〇
六(

六
六
〇
五)

一
一
〇
一

岸
和
田
市
野
田
町
一-

一
五-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
四
五

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
七-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

岸
和
田
市
沼
町
二-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
三)

五
〇
八
一

三
三
三
三

岸
和
田
市
西
之
内
町
六
七-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

六
六
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

一
九
〇
三

岸
和
田
市
港
緑
町
六-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
二

一
一
三
八

一
六
〇
五
㈹

新 

井 

正 

準

奥 

田 

耕 

策

藤 

原 

龍 

平

久 

納 

洋 

一

役 

員 

一 

同

桝 

田 

昌 

昭

北 

本 

勝 

幸

紺 

屋 

一 

志

勘
米
良 

和
則

山 

本 

雄 

一

五 

味 

寛 

昭

嶋
本 

繁
次
郎

佐
　
藤
　
幸
　
夫

岩 

出 

正 

次

岩 
出 

和 

哲

ミ
カ
ド
塗
装
工
業

北 

野 

健
太
郎

北 

野 

勝  

彦

河
　  

啓 

一

辻
　  

力 

男

辻
　  

時 

秋

河 

合 

直 

樹

櫻 

井 

新 

嗣

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

理
　
事
　
長

副

理

事

長

副

理

事

長

代
表
取
締
役

取
締
役
社
長

取
締
役
会
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表
　
者

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

株
式

会
社

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

市 

興 

企 

画

誠
実
に
社
会
に
貢
献
す
る

塗
装
・
防
水
工
事

株
式
会
社 

壇
建
築
計
画
事
務
所

建
築
設
計
・
監
理
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
級
建
築
士
事
務
所

泉
州
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

泉
州
文
具
株
式
会
社

三
進
金
属
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

泉
州
緑
化

株
式
会
社 

五
味
三
星
堂

ま
い
に
ち
株
式
会
社

有
限
会
社
ミ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
ま
す
田

櫻
井
工
業
株
式
会
社

岸
和
田
青
果
株
式
会
社

岸
和
田
綜
合
食
品
地
方
卸
売
市
場
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暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
大
町
四
七
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
九

岸
和
田
市
地
蔵
浜
町
一
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
六
六
一

岸
和
田
市
木
材
町
六-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
七
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
一
〇
四

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
四
八-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)
〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
二

岸
和
田
市
加
守
町
三-

一
三-

二
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
八
一

岸
和
田
市
筋
海
町
九-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
一
七

岸
和
田
市
筋
海
町
六-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(
四
三
七)

九
八
六
一

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
二
五

〇
七
二(

四
四
四)

岸
和
田
市
大
町
三
八
九-

二

一
四
二
七

電
　
話

岸
和
田
市
作
才
町
一-

五-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

三
六
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

五
六
七
〇

岸
和
田
市
野
田
町
一-

六-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
二)

〇
〇
二
七

岸
和
田
市
加
守
町
四-

二
七-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

九
九
一
五
㈹

本
社
営
業
所 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
五-

二
二-

二
階

　
　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
〇)

三
〇
一
一

大
阪
営
業
所 

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一-

一
〇-

四-

一
一
階

　
　
　
　 

　
電
話 

〇
六(

四
三
九
七)

六
一
一
一

岸
和
田
市
野
田
町
二-

一
八--

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

一
一
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
八
四
〇

五
七
二
〇

六
一
六
一
㈹

岸
和
田
市
加
守
町
二-

一
〇-

二
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
一)

岸
和
田
市
別
所
町
三-

一
〇-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

三
〇
〇
〇

植 

林 

章 

伍

近
道 

光
一
郎

井 
上 

昌 

直

奥
　  

尚 

輝

滝 

貞 

普 

郷

須 

川 

直 

人

林
　  

武 

士

米 

田 

智 

範

森 

田 

敏 

裕

東 

上 

震 

一

松 

藤 

正 

子

肥 

後 

眞 

弘

藤 

原 

秀 

之

花 

田 

昌 

己

西 

村 

政 

信

取
締
役
相
談
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

岸
　
和
　
田

支
　
社
　
長

取
締
役
社
長

代
　
表
　
者

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

税
　
理
　
士

院
　
　
　
長

代
表
取
締
役

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

代
表
取
締
役

所
　
　
　
長

代
表
取
締
役

泉
州
警
備
保
障
株
式
会
社

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ポ
ー
ト

肥
後
会
計
事
務
所

株
式
会
社 

西
村
運
輸
倉
庫

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

花
田
公
認
会
計
士
事
務
所

奥
自
動
車
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
サ
ン
エ
ー

株
式
会
社 

大
晃
運
送

株
式
会
社 

テ
レ
ビ
岸
和
田

日
鋼
運
送
株
式
会
社

森
田
会
計
事
務
所

有
限
会
社
モ
リ
タ
計
算
セ
ン
タ
ー

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

医
療
法
人 

徳
洲
会

瓢 

箪 

寿 

司

す
し
・
仕
出
し
・
幕
の
内

泉
州
実
業
株
式
会
社

総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店
）

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
沼
町
二
八-

二
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

八
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
九)

岸
和
田
市
東
大
路
町
一
五
六-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
六

六
八
〇
四

岸
和
田
市
西
之
内
町
四
四-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
三)

〇
〇
五
二

岸
和
田
市
額
原
町
五
四
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
六)

六
七
五
八

岸
和
田
市
八
阪
町
三-

一
六-

一
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
六

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
七
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
二
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

七
六
七
八

岸
和
田
市
土
生
町
二-

三
〇-

一
二-

三
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉
洋
ビ
ル
３
階

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
二
一
二
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
三)

五
六
九
〇

牧 

村 

隆 

夫

牧 

村   

修

徳 

野 

利 

夫

徳 

野 

隆 

一

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ゴ
ル
フ

水 

口 

政 

代

水 

口 

勝 

茂

稲 

垣 

裕 

文

渡 

辺 

泰 

敏

佐
々
木 

信
子

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

代
　
表
　
者

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

牧
村
労
務
管
理
事
務
所

徳
野
労
務
管
理
事
務
所

和
風
ス
ナ
ッ
ク

沙
留
蔓

渡
辺
興
業
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
清
掃
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

美
し
い
人
工
芝
・
池
越
え
グ
リ
ー
ン

水
口
労
務
事
務
所

泉
州
産
業
事
務
組
合

株
式
会
社 

泉
宏
産
業

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

岸和田食料品小売業協同組合

理事長　桝田 昌昭

鮮魚・食料品のお買い物はラッコチェーン加盟店で

ミートワールドます田 岸和田市春木若松町２１－１ 電話 ０７２（４３７）７６８８

う ち や ま 商 店 岸和田市池尻町５７９－１ 電話 ０７２（４４５）０７１６

ス ー パ ー ス ダ ト ク 岸和田市下野町４－７－９ 電話 ０７２（４３８）０７６３

藤 本 食 料 品 店 岸和田市岸城町２２－４ 電話 ０７２（４２２）６３８４

（ラパーク内）
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暑中広告暑中広告

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
大
町
四
七
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
九

岸
和
田
市
地
蔵
浜
町
一
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
六
六
一

岸
和
田
市
木
材
町
六-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
七
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
一
〇
四

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
四
八-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
二

岸
和
田
市
加
守
町
三-

一
三-

二
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
八
一

岸
和
田
市
筋
海
町
九-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
一
七

岸
和
田
市
筋
海
町
六-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

九
八
六
一

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
二
五

〇
七
二(

四
四
四)

岸
和
田
市
大
町
三
八
九-

二

一
四
二
七

電
　
話

岸
和
田
市
作
才
町
一-

五-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

三
六
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

五
六
七
〇

岸
和
田
市
野
田
町
一-

六-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
二)

〇
〇
二
七

岸
和
田
市
加
守
町
四-

二
七-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

九
九
一
五
㈹

本
社
営
業
所 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
五-

二
二-

二
階

　
　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
〇)

三
〇
一
一

大
阪
営
業
所 

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一-

一
〇-

四-

一
一
階

　
　
　
　 

　
電
話 

〇
六(

四
三
九
七)

六
一
一
一

岸
和
田
市
野
田
町
二-

一
八--

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

一
一
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
八
四
〇

五
七
二
〇

六
一
六
一
㈹

岸
和
田
市
加
守
町
二-

一
〇-

二
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
一)

岸
和
田
市
別
所
町
三-

一
〇-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

三
〇
〇
〇

植 

林 

章 

伍

近
道 

光
一
郎

井 

上 

昌 

直

奥
　  

尚 

輝

滝 

貞 

普 

郷

須 

川 

直 

人

林
　  

武 

士

米 

田 

智 

範

森 

田 

敏 

裕

東 

上 

震 

一

松 

藤 

正 

子

肥 

後 

眞 

弘

藤 

原 

秀 

之

花 

田 

昌 

己

西 

村 

政 

信

取
締
役
相
談
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

岸
　
和
　
田

支
　
社
　
長

取
締
役
社
長

代
　
表
　
者

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

税
　
理
　
士

院
　
　
　
長

代
表
取
締
役

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

代
表
取
締
役

所
　
　
　
長

代
表
取
締
役

泉
州
警
備
保
障
株
式
会
社

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ポ
ー
ト

肥
後
会
計
事
務
所

株
式
会
社 

西
村
運
輸
倉
庫

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

花
田
公
認
会
計
士
事
務
所

奥
自
動
車
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
サ
ン
エ
ー

株
式
会
社 

大
晃
運
送

株
式
会
社 

テ
レ
ビ
岸
和
田

日
鋼
運
送
株
式
会
社

森
田
会
計
事
務
所

有
限
会
社
モ
リ
タ
計
算
セ
ン
タ
ー

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

医
療
法
人 

徳
洲
会

瓢 

箪 

寿 

司

す
し
・
仕
出
し
・
幕
の
内

泉
州
実
業
株
式
会
社

総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店
）

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
沼
町
二
八-

二
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

八
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
九)

岸
和
田
市
東
大
路
町
一
五
六-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)
六
七
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
六

六
八
〇
四

岸
和
田
市
西
之
内
町
四
四-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
三)

〇
〇
五
二

岸
和
田
市
額
原
町
五
四
八

電
　
話 

〇
七
二(
四
二
六)

六
七
五
八

岸
和
田
市
八
阪
町
三-

一
六-

一
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
六

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
七
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
二
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

七
六
七
八

岸
和
田
市
土
生
町
二-

三
〇-

一
二-

三
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉
洋
ビ
ル
３
階

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
二
一
二
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
三)

五
六
九
〇

牧 

村 

隆 

夫

牧 

村   

修

徳 
野 

利 

夫

徳 

野 

隆 

一

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ゴ
ル
フ

水 

口 

政 

代

水 

口 

勝 

茂

稲 

垣 

裕 

文

渡 

辺 

泰 

敏

佐
々
木 

信
子

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

代
　
表
　
者

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

牧
村
労
務
管
理
事
務
所

徳
野
労
務
管
理
事
務
所

和
風
ス
ナ
ッ
ク

沙
留
蔓

渡
辺
興
業
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
清
掃
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

美
し
い
人
工
芝
・
池
越
え
グ
リ
ー
ン

水
口
労
務
事
務
所

泉
州
産
業
事
務
組
合

株
式
会
社 

泉
宏
産
業

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

岸和田食料品小売業協同組合

理事長　桝田 昌昭

鮮魚・食料品のお買い物はラッコチェーン加盟店で

ミートワールドます田 岸和田市春木若松町２１－１ 電話 ０７２（４３７）７６８８

う ち や ま 商 店 岸和田市池尻町５７９－１ 電話 ０７２（４４５）０７１６

ス ー パ ー ス ダ ト ク 岸和田市下野町４－７－９ 電話 ０７２（４３８）０７６３

藤 本 食 料 品 店 岸和田市岸城町２２－４ 電話 ０７２（４２２）６３８４

（ラパーク内）



1213

コラム 景気観測

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会　選考委員。

　
２
０
１
２
年
末
に
第
２
次
安
倍
政
権
が

成
立
し
て
か
ら
５
年
以
上
が
経
過
し
た
。

本
稿
で
は
、
18
年
９
月
に
も
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
自
由
民
主
党
総
裁
選
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
日
本
を
デ
フ
レ
の
瀬

戸
際
か
ら
救
い
、
景
気
を
着
実
な
回
復
軌

道
に
乗
せ
た
。
第
２
次
安
倍
政
権
が
成
立

し
た
当
時
、
日
本
経
済
は
、
民
主
党
政
権

下
で
深
刻
化
し
た
、（
１
）
円
高
、（
２
）

自
由
貿
易
の
遅
れ
、（
３
）
環
境
規
制
、（
４
）

労
働
規
制
、（
５
）
高
い
法
人
税
、
と
い

う
五
つ
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
い
わ
ゆ
る
「
追
い
出
し
５
点
セ
ッ
ト

（
日
本
企
業
を
海
外
に
追
い
出
し
『
空
洞

化
』
を
招
く
五
つ
の
問
題
点
）」
に
、（
６
）

電
力
価
格
の
上
昇
、（
７
）
日
中
関
係
の

悪
化
、
を
加
え
て
、「
日
本
企
業
の
七
重
苦
」

と
評
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
全
て
是
正
す

る
ス
タ
ン
ス
を
鮮
明
に
し
た
点
で
高
く
評

価
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
日
本
政
府
に

は
30
～
50
年
程
度
先
の
未
来
を
見
据
え

て
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
の
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
に
、
よ
り
一
層
注
力
し
て
ほ

し
い
。

　
筆
者
は
、
わ
が
国
の
経
済
三
団
体
の
一

角
を
な
す
経
済
同
友
会
の
一
員
と
し
て
、

小
林
喜
光
・
代
表
幹
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

長
期
ス
パ
ン
で
の
骨
太
な
議
論
が
不
可
欠

と
な
る
。

　
よ
り
大
き
な
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
今
後

グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
変
化
を
踏
ま
え
て
、

日
本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
を
手
直
し
す
る
一

方
で
、
わ
が
国
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
な

ど
に
照
ら
し
て
、
守
る
べ
き
美
点
を
見
極

め
て
い
く
き
め
細
か
い
作
業
が
必
要
と
な

る
。
具
体
的
に
は
、
お
互
い
の
「
信
頼
」

に
基
づ
い
て
長
期
的
取
引
関
係
を
重
視
す

る
考
え
方
や
、「
労
働
者
（
ヒ
ト
）」
を
大

切
に
す
る
伝
統
と
い
っ
た
美
点
を
残
し
つ

つ
、
海
外
か
ら
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ

て
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推

進
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で

日
本
経
済
に
と
っ
て
真
に
必
要
と
さ
れ
る

改
革
を
図
っ
て
い
く
複
眼
的
な
取
り
組
み

が
不
可
欠
だ
。

　
自
由
民
主
党
が
掲
げ
る
「
保
守
（
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）」
の
語
源
を

調
べ
て
み
る
と
、「
防
腐
剤
」
と
い
う
意

味
合
い
も
あ
る
。
不
断
の
改
革
を
図
る
こ

と
こ
そ
が
、
大
切
な
美
点
を
守
り
抜
く
こ

と
を
可
能
に
す
る
。
今
後
、
自
由
民
主
党

を
中
心
と
す
る
政
権
与
党
に
は
、
国
会
や

党
内
に
お
け
る
自
由
闊
達
（
か
っ
た
つ
）

な
議
論
を
通
じ
て
、
日
本
の
未
来
に
つ
い

て
長
期
的
、
多
面
的
、
そ
し
て
根
本
的
に

考
察
し
た
上
で
、
わ
が
国
が
進
む
べ
き
道

筋
を
国
民
に
提
示
し
て
ほ
し
い
。

シ
ッ
プ
の
下
で
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
に

位
置
付
け
ら
れ
る
「『
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
．
０
』

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
副
委
員

長
を
拝
命
し
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
、「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
」
か

ら
「
課
題
設
定
・
課
題
解
決
の
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
型
」
へ
と
移
行
し
、
新
し
い
日

本
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

必
要
性
に
鑑
み
、
戦
後
１
０
０
年
と
な
る

２
０
４
５
年
を
念
頭
に
、
目
指
す
べ
き
社

会
像
を
よ
り
具
体
的
に
描
き
、
そ
こ
か
ら

振
り
返
っ
て
、
わ
が
国
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
向
け
た
具
体
策
を
提
案
・
考
察
す
る

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
経
済
同
友
会
は
、
国
家
価
値
の
解
析
・

評
価
に
当
た
り
、（
１
）
経
済
の
豊
か
さ

の
実
現
（
Ｘ
軸
）、（
２
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
未
来
の
開
拓
（
Ｙ
軸
）、（
３
）

社
会
の
持
続
可
能
性
の
確
保
（
Ｚ
軸
）、

と
い
う
３
つ
の
座
標
軸
を
設
定
し
た
。

（
１
）
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
を
中
心

と
す
る
３
カ
月
～
１
年
間
程
度
の
軸
で
あ

る
が
、（
２
）
は
お
お
む
ね
10
年
間
程
度
、

（
３
）
は
人
口
・
労
働
、
教
育
、
社
会
保
障
、

財
政
健
全
化
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
外
交
・

安
全
保
障
な
ど
を
中
心
に
１
０
０
年
間
程

度
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
の
私
見
で
あ
る
が
、

わ
が
国
で
は
毎
年
の
よ
う
に
国
政
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
政
策
論
争
は

上
記
（
１
）
を
中
心
と
し
た
目
先
の
も
の

に
傾
き
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
０
４

５
年
の
世
界
を
見
通
す
上
で
は
、
歴
史
・

文
化
・
社
会
の
潮
流
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

アベノミクスの成果と課題

時
代

読

説

を

く

みツ
ボ
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常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会　選考委員。

　
２
０
１
２
年
末
に
第
２
次
安
倍
政
権
が

成
立
し
て
か
ら
５
年
以
上
が
経
過
し
た
。

本
稿
で
は
、
18
年
９
月
に
も
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
自
由
民
主
党
総
裁
選
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
日
本
を
デ
フ
レ
の
瀬

戸
際
か
ら
救
い
、
景
気
を
着
実
な
回
復
軌

道
に
乗
せ
た
。
第
２
次
安
倍
政
権
が
成
立

し
た
当
時
、
日
本
経
済
は
、
民
主
党
政
権

下
で
深
刻
化
し
た
、（
１
）
円
高
、（
２
）

自
由
貿
易
の
遅
れ
、（
３
）
環
境
規
制
、（
４
）

労
働
規
制
、（
５
）
高
い
法
人
税
、
と
い

う
五
つ
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
い
わ
ゆ
る
「
追
い
出
し
５
点
セ
ッ
ト

（
日
本
企
業
を
海
外
に
追
い
出
し
『
空
洞

化
』
を
招
く
五
つ
の
問
題
点
）」
に
、（
６
）

電
力
価
格
の
上
昇
、（
７
）
日
中
関
係
の

悪
化
、
を
加
え
て
、「
日
本
企
業
の
七
重
苦
」

と
評
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
全
て
是
正
す

る
ス
タ
ン
ス
を
鮮
明
に
し
た
点
で
高
く
評

価
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
日
本
政
府
に

は
30
～
50
年
程
度
先
の
未
来
を
見
据
え

て
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
の
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
に
、
よ
り
一
層
注
力
し
て
ほ

し
い
。

　
筆
者
は
、
わ
が
国
の
経
済
三
団
体
の
一

角
を
な
す
経
済
同
友
会
の
一
員
と
し
て
、

小
林
喜
光
・
代
表
幹
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

長
期
ス
パ
ン
で
の
骨
太
な
議
論
が
不
可
欠

と
な
る
。

　
よ
り
大
き
な
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
今
後

グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
変
化
を
踏
ま
え
て
、

日
本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
を
手
直
し
す
る
一

方
で
、
わ
が
国
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
な

ど
に
照
ら
し
て
、
守
る
べ
き
美
点
を
見
極

め
て
い
く
き
め
細
か
い
作
業
が
必
要
と
な

る
。
具
体
的
に
は
、
お
互
い
の
「
信
頼
」

に
基
づ
い
て
長
期
的
取
引
関
係
を
重
視
す

る
考
え
方
や
、「
労
働
者
（
ヒ
ト
）」
を
大

切
に
す
る
伝
統
と
い
っ
た
美
点
を
残
し
つ

つ
、
海
外
か
ら
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ

て
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推

進
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で

日
本
経
済
に
と
っ
て
真
に
必
要
と
さ
れ
る

改
革
を
図
っ
て
い
く
複
眼
的
な
取
り
組
み

が
不
可
欠
だ
。

　
自
由
民
主
党
が
掲
げ
る
「
保
守
（
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）」
の
語
源
を

調
べ
て
み
る
と
、「
防
腐
剤
」
と
い
う
意

味
合
い
も
あ
る
。
不
断
の
改
革
を
図
る
こ

と
こ
そ
が
、
大
切
な
美
点
を
守
り
抜
く
こ

と
を
可
能
に
す
る
。
今
後
、
自
由
民
主
党

を
中
心
と
す
る
政
権
与
党
に
は
、
国
会
や

党
内
に
お
け
る
自
由
闊
達
（
か
っ
た
つ
）

な
議
論
を
通
じ
て
、
日
本
の
未
来
に
つ
い

て
長
期
的
、
多
面
的
、
そ
し
て
根
本
的
に

考
察
し
た
上
で
、
わ
が
国
が
進
む
べ
き
道

筋
を
国
民
に
提
示
し
て
ほ
し
い
。

シ
ッ
プ
の
下
で
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
に

位
置
付
け
ら
れ
る
「『
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
．
０
』

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
副
委
員

長
を
拝
命
し
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
、「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
」
か

ら
「
課
題
設
定
・
課
題
解
決
の
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
型
」
へ
と
移
行
し
、
新
し
い
日

本
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

必
要
性
に
鑑
み
、
戦
後
１
０
０
年
と
な
る

２
０
４
５
年
を
念
頭
に
、
目
指
す
べ
き
社

会
像
を
よ
り
具
体
的
に
描
き
、
そ
こ
か
ら

振
り
返
っ
て
、
わ
が
国
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
向
け
た
具
体
策
を
提
案
・
考
察
す
る

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
経
済
同
友
会
は
、
国
家
価
値
の
解
析
・

評
価
に
当
た
り
、（
１
）
経
済
の
豊
か
さ

の
実
現
（
Ｘ
軸
）、（
２
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
未
来
の
開
拓
（
Ｙ
軸
）、（
３
）

社
会
の
持
続
可
能
性
の
確
保
（
Ｚ
軸
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と
い
う
３
つ
の
座
標
軸
を
設
定
し
た
。

（
１
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は
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
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産
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中
心
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す
る
３
カ
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で
あ

る
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、（
２
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お
お
む
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年
間
程
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（
３
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人
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・
労
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財
政
健
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・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
外
交
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安
全
保
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ど
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中
心
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１
０
０
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タ
イ
ム
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ン
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評
価
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史
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踏
ま
え
た
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時
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読

説

を

く

みツ
ボ
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、「専門相談窓口」を設置して、経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、もちろん秘密は厳守いたします。お気軽にご利用ください。
なお、各相談窓口をご利用の際は、電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法　　　律

税務・経理

よろず相談

創　　　業

事業承継

7 月17 日（火）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

7 月20 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事一般・商取引・会社関係〕

8 月10 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事・商事〕

7 月23 日（月）相談日 13:00 ～ 16:00 税理士

8 月23 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

7 月18 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

8 月18 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

小会議室

大会議室

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

集 会 室 6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

※座席のみの場合、150名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内
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情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2018年5月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,676

638

277

214

498

37

311

221

228

229

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,018

349

249

101

650

115

192

59

6

282

2,696

317

761

176

270

13

182

140

45

541

1,635

165

353

81

179

12

48

25

4

585

0.99

2.01

0.36

1.22

1.84

2.85

1.71

1.58

5.07

0.42

1.23

2.12

0.71

1.25

3.63

9.58

4.00

2.36

1.50

0.48

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況
2018年5月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

270,309

291,572

221,623

276,513

252,857

185,675

274,842

283,959

323,706

256,536

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

200,452

221,906

174,662

210,888

183,332

155,336

196,878

217,153

204,988

193,170

203,425

221,158

185,978

215,526

189,855

166,667

202,609

231,389

256,923

203,889

1,164

1,559

1,090

996

1,100

1,123

1,022

1,241

991

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,056

1,392

972

951

987

942

979

1,089

944

967

1,280

925

937

926

996

1,053

915

ハローワーク岸和田

ご存知ですか？

今回、泉南地域を管轄するハローワーク３所で求職者にアンケートを行いました。

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

※都市部でおこなう転職支援会社の行うアンケート
では、通常トップは「賃金」が多いのですが、今回は
泉南地域の特色が表れた結果になりました。
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312
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